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加入団体の紹介 （邦楽部門）すみれ箏の会
そう　　 かい

ë
２
０
０
９
年
３
月
勉
強
会
記
念

【問合せ先】原　はるみ　A69－4545

加入団体の紹介 北方俳句会

ë
新
年
句
会
記
念

（俳句部門）

【問合せ先】梶浦　さだ　A87－1223

　私達は、生田流宮城社の箏曲の会です。

　「すみれ箏の会」は１５年程前に名付けました

が、箏曲の会として皆様に知っていただきたく

て、こだわって「箏」の文字を使っています。

　平成１９年に、名古屋市民会館で行われた「田

村味智歌七回忌記念演奏会」には、４人の会員

が参加しました。

　会員の中には若い頃からずっと習っている人、

若い頃から憧れを持ち続けて、熟年になって思

い切って始めた人等がいますが、皆大変熱心で、

月に４回のお稽古を休む人はほとんどいません。

　主な発表の場は、３月の勉強会、１１月の一宮

市尾西歴史民俗資料館でのもみじまつり、一宮

市尾西市民会館での尾西芸能祭、一宮スポーツ

文化センターでの三曲演奏会です。

　技能の段階に応じて、簡単な曲から難しい曲

まで練習します。また、合奏練習もとても楽し

いものです。

　現在では立奏と言って椅子に座って演奏が出

来るので、長時間の正座をする事なく練習ができ

ます。普段は個人レッスンなので他の人と比べた

り、他の人に気を使うことなく、マイペースで練

習に集中できます。

　心の中に「やりたいな」を持ち続けている方は

是非一歩踏み出してください。

　仲間になりましょう。

　北方俳句会は、自然に親しみ、心豊かに生きて行

く喜びを詠むことを目標として発足し、３５周年を

迎えました。

　俳句会は毎月第１水曜日の午後１時より北方公

民館で開いています。各自５句を持ち寄り、それ

ぞれ１０句を選び、その中の１句を特選にします。

選句に集中する静寂な時間は、日常生活にはない

俳句の醍醐味でもあります。

　特選になることは嬉しく、更に選んだ人の感想

が自分の思いと同じであれば喜びもひとしおです。

また、異なった感想を述べられますと、そういう

考えもあるのかと参考になります。

　春と秋は俳句の吟行会へ参加しますが同じ道を

歩き、同じ物を見ても、同じ句はありません。泣

いて仰げば月も泣き、笑うて見れば花も微笑むと

いう古老の言葉のように作者の心の目で捉え心の

ひらめきを詠むからです。

　また、芭蕉は「物の見えたる光、いまだ消えざ

る中にいひとむべし」と言いました。これは右脳

の一瞬の働きといわれます。

　お互いにボケと言われないために、右脳を鍛え

るよう頑張りましょう。

　私は卒寿を迎えましたが楽しい北方俳句会で、

歳は忘れてぼつぼつでもじっくりと、平明で深み

のある俳句をめざして、天寿を全うしたいと思っ

ています。

　心豊かに楽しい人生をめざしている北方俳句会

へお気軽にお出掛けください。

きた がたはい く かい
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加入団体の紹介 歌楽会
か らくかい

ë
尾
西
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
に
て

（社会文化部門）

【問合せ先】大江　康弘　A62－0878

加入団体の紹介 （舞踊部門）

ë
稽
古
風
景

【問合せ先】坂東　百喜久　A62－1974

　歌楽会は、今より２０年前に歌謡を通じて会員相

互の親睦及び扶助を図ることを目的とし、歌を歌

うことが大好きな人達が集まって発足しました。

　今では、カラオケブームがあったお陰で、若い

人からお年寄りまで、マイク片手に大勢の人前で

も当たり前のように楽しんで歌っていますが、発

足当時はなかなか人前で大きな声を出すことは勇

気の要ることでした。私も長年の積み重ねでやっ

と人前に出て歌を歌うことが出来るようになりま

した。

　当会は、毎年春には尾西グリーンプラザホール

にて他の教室の人達と合同で発表会を開催してい

ます。因みに今年は５月２３日（日）を予定していま

す。秋には一宮市尾西市民会館で開催される尾西

芸能祭にも参加をしています。会員の中には、自

分自身の人生を作詞し、曲を作曲家に付けていた

だき、世界にひとつだけのオリジナルテープを作

り、各会場で披露している方もいます。

　また、練習会で気心の知れた人達と大きな声を

出して歌うことは、日頃のストレスを解消し免疫

力を高める効果があると言われています。そして

何より歌を歌うことは楽しいことだと実感できま

す。

　二度とない人生だから、楽しく笑って日々を送

りたいものです。是非一度お気軽にご連絡くださ

い。お待ちしています。

　坂東流百喜久会は、昭和４５年に現在の一宮市尾

西市民会館のこけら落としの時、出演させていた

だいたのをきっかけに発足し、今年で４０年目を迎

えます。

　日本舞踊は４００年程前、出雲の阿国より始まり、

歌舞伎等様々な変遷を繰り返し、また舞踊も各流

派に分かれ、現在の日本の伝統文化としての地位

を確立しました。

　私どもは、十代目家元坂東三津五郎先生の教え

のもと、歌舞伎舞踊を中心に日々お稽古に励んで

います。

　年中行事として、舞初め、ゆかたおどり、尾西

公民館文化祭、尾西芸能祭への参加があります。

また、家元が中部地方にお越しのときには、歌舞

伎や舞踊を拝見するのも楽しみな行事になってい

ます。

　今年は、初心に戻り、若い人達と一緒に日本舞

踊の基礎（お辞儀の仕方、腰の入れ方、小道具の

扱い方等）を復習しつつ、若い世代の方々に日本

舞踊を通じてマナーやその心を少しでも伝えて行

きたいと思います。

　自分自身の身体を動かして、表現する楽しさ、

自分以外の役を演じることにより得られる喜び

（変身願望）、踊りの素晴らしさを体験しにどうぞ

お気軽にお越しください。

　老若男女、３歳から始まり、中学生や８６歳の方

まで幅広い年齢の方々が、毎週土曜日の午後１時

より一宮市尾西生涯学習センターに集まり、心地

よい汗を流しています。

坂東流百喜久会
ばんどうりゅうもも ぎ く かい
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「
書
道
芸
術
家　

亀
山
雪
峰
の
書
芸
展
」

日
時
e
５
月
１
日
º
〜
５
月　

日
∂

１６

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で

３０

以
下
同
じ
）
休
館
日
５
月
６
日
、

　

日
１０

内
容
e
伝
統
書
法
を
基
に
、
時
代
に
即

し
た
書
〈
彩
色
書
〉
を
創
作
さ

れ
た
書
道
芸
術
家　

亀
山
雪
峰

氏
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　

５
０
円

　
　
　
　

市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

特
別
展
「
円
空
展
」

日
時
e
５
月　

日
º
〜
７
月　

日
∂

２２

１１

　
　
　

月
曜
休
館

内
容
e
日
本
各
地
を
巡
り
、
数
多
く
の

像
を
残
し
た
円
空
。
そ
の
迫
力

あ
る
す
が
た
は
、
多
く
の
人
を

魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。
県
内

に
伝
来
す
る
円
空
仏
を
中
心
に

展
示
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

５
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

３
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

２
０
０
円

　
　
　
　

市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

常
設
展
「
三
岸
節
子　

花
の
旅
」

日
時
e
４
月
６
日
∏
〜
７
月　

日
¥

１９

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時　

分
ま
で
、
月
曜

３０

休
館
、
以
下
同
じ
）

内
容
e
生
涯
に
わ
た
っ
て
描
き
続
け
た

花
の
作
品
を
中
心
に
紹
介
。２
０

０
９
年
に
急
逝
し
た
息
子
の
黄

太
郎
氏
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

　
　
　
　

市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

　
　
　
　

６
月　

日
º
以
降
は
特
別
展

１９

料
金
（
要
問
い
合
わ
せ
）

「
美
濃
路
探
訪
〜
春
・
尾
張
編
〜
」

日
時
e
①
５
月
９
日
∂

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　
　
　

②
５
月　

日
∂

２３

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

内
容
e
江
戸
時
代
の
主
要
街
道
美
濃
路

に
つ
い
て
、
歴
史
と
現
在
の
様

子
を
現
地
実
習
で
学
ぶ
講
座
。

申
込
み
e
応
募
期
間
中
に
資
料
館
へ
直

接
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
て
申

込
み
。

（
市
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

名
作
シ
ネ
マ「
デ
ィ
ア
・
ド
ク
タ
ー
」と
ロ
ビ

ー
コ
ン
サ
ー
ト（
男
声
カ
ル
テ
ッ
ト
Ｇ
５
）

日
時
e
４
月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

１１

　
　
　

開
場
は　

分
前

３０

入
場
料
e
前
売　

５
０
０
円

　
　
　
　

当
日　

８
０
０
円

自
由
席
・
５
才
以
下
入
場
無

料

「
懐
か
し
の
歌
声
サ
ロ
ン
２
０
１
０

〜
春
の
う
た
便
り
〜
」

日
時
e
４
月　

日
∂　

午
後
１
時　

分

２５

３０

　
　
　

〜　

開
場
は　

分
前

３０

会
場
e
一
宮
市
民
会
館　

大
会
議
室

入
場
料
e
５
０
０
円
（
自
由
席
・
お
茶

付
）
未
就
学
児
入
場
不
可

名
作
シ
ネ
マ
「
能
登
の
花
ヨ
メ
」
と

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
e
５
月　

日
º　

午
後
２
時
〜

２２

　
　
　

開
場
は　

分
前

３０

入
場
料
e
前
売　

５
０
０
円

　
　
　
　

当
日　

８
０
０
円

　
　
　
　

自
由
席
・
未
就
学
児
入
場
不

可

「
ベ
ー
・
チ
ェ
チ
ョ
ル　
テ
ノ
ー
ル
リ
サ

イ
タ
ル
〜
歌
う
歓
び
、生
き
る
喜
び
〜
」

日
時
e
６
月
５
日
º　

午
後
２
時
〜

　
　
　

開
場
は　

分
前

３０

入
場
料
e
前
売　

３
、８
０
０
円

　
　
　
　

当
日　

４
、０
０
０
円

　
　
　
　

全
席
指
定
・
未
就
学
児
入
場

不
可
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《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
》
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【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A　

－

７
６
９
０

７２

日
時
▼
４
月　

日
º
・
５
月
８
日
º
・

１０

６
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１２

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

　
　
　

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A　

－

４
６
５
４

６２

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
６
月　

日
∂

１１

１３

　
　
　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

日
時
▼
５
月　

日
∏　

午
前
９
時
〜

１１

行
先
▼
う
す
ず
み
公
園　
他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
２
５
０
０
円
（
食
事
つ
き
）

申
込
み
▼
４
月　

日
ま
で
に
事
務
局

１９

　
　
　
　

（　

－

０
０
１
３
）
へ
連
絡

８４

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A　
－

５
２
２
１

７３

日
程
▼
４
月　

日
∂

２５

会
場
▼
石
刀
神
社
（
今
伊
勢
町
馬
寄
）

内
容
▼
山
車
か
ら
く
り
・
献
馬

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A　

－

５
５
０
４

７３

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月　

日
∂
・

２５

２３

　
　
　

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２７

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

日
時
▼
５
月　

日
∏　

午
前
９
時
〜

１８

行
先
▼
新
美
南
吉
記
念
館　
他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
２
０
０
０
円
（
食
事
つ
き
）

申
込
み
▼
事
前
に
事
務
局
（　

－

０
０

８４

１
３
）
へ
連
絡

　
　

〜
さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト
〜

【
問
合
せ
先　

一
宮
音
楽
家
協
会
】

　

A　

－

２
８
２
７

８７

日
時
▼
５
月
９
日
∂　

午
前　

時
〜

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
一
宮
音
楽
家
協
会
会
員
に
よ
る

演
奏
会

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A　

－

８
０
４
５

４５

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月　

日
∂
・

２５

２３

　
　
　

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２７

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課
】

　

A　

－

０
０
１
３

８４

日
時
▼
６
月　

日
∫
〜　

日
∂

１０

１３

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
５
時
（　

日

１０

１３

は
午
後
４
時　

分
ま
で
）

３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
・
立
体
、

工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、
書
、
写
真

の
作
品
展
示

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
】

　

A　

－

９
９
８
７

４４

日
時
▼
６
月　

日
∂

２７

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

　
　
　

開
場
は　

分
前

３０

会
場
▼
一
宮
市
民
会
館

入
場
料
▼
５
０
０
円　

前
売
４
０
０
円

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
石
刀
ま
つ
り
』

『
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Û
Ò
Ú
Ò
』

『
第
ı
回
一
宮
新
総
合
美
術
展
』

『
春
の
市
民
俳
句
吟
行
会
』

『
春
の
市
民
短
歌
吟
行
会
』

『加入団体の催し』欄に情報を　�
　掲載しませんか？�

　このコーナーでは一宮市芸術文化協会加入団体のイベント情
報を募集します。�
　発行月３・６・９・12月の前月１日までに、必要事項を任意の
様式にて記入の上、事務局まで提出してください。�

①行事名 ②団体名 ③問合せ先電話番号 ④日時 ⑤会場�
⑥対象 ⑦参加料 ⑧申込方法 ⑨その他必要事項�

〒493－8511 一宮市芸術文化協会事務局（住所不要）�
または　FAX 0586－86－1809

必要事項�

提 出 先�



平成22（2010）年3月　　いちのみやの芸術文化 8

［連 絡 先］一宮市芸術文化協会事務局（市教育委員会生涯学習課内）

　　　　　　　〒493－8511　愛知県一宮市木曽川町内割田一の通り27番地

　　　　　　　TE L  0 5 8 6 －8 4 －0 0 1 3　／　FAX   0 5 8 6 －8 6 －1 8 0 9

［題　　 字］武 　 山 　 翠 　 屋

［編集・発行］一宮市芸術文化協会

　

ユ
ニ
ー
ク
な
画
題
を
鮮
や
か
な
染

色
で
表
現
し
た
芥
川
（
間
所
）
紗
織

（
１
９
２
４
〜
６
６
）
の
初
期
か
ら

晩
年
ま
で
の
作
品
を
網
羅
し
た
初
の

回
顧
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
内
面
の

叫
び
を
奔
放
な
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
し

た
女
シ
リ
ー
ズ
や
、
日
本
の
神
話
を

テ
ー
マ
に
壮
大
な
創
造
力
を
展
開
し

た　

¤
を
超
え
る
大
作
、
色
面
を
大

１３

胆
に
構
成
し
た
抽
象
画
な
ど
と
と
も

に
、
同
時
期
に
活
躍
し
た
「
制
作
者

懇
談
会
」
の
メ
ン
バ
ー
や
女
性
前
衛

画
家
の
作
品
も
展
示
し
ま
し
た
。
期

間
中
に
は
芥
川
と
親
し
く
交
流
し
た

画
家
の
池
田
龍
雄
氏
に
よ
る
講
演
会

も
開
催
し
ま
し
た
。　

歳
の
若
さ
で

４２

早
世
し
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
女
性
画
家
の
波

乱
に
満
ち
た
生
涯
と
、
苦
悩
や
喜
び

と
と
も
に
生
み
出
さ
れ
た
鮮
烈
な
作

品
群
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
四
季
生
生
図
」
と
題
さ
れ
た
８

枚
組
の
襖
絵
が
、
妙
興
報
恩
禅
寺
に

奉
納
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
、

日
本
画
家　
牧
   
　まき 
進 
（
１
９
３
６
〜
）

す
す
む

の
回
顧
展
を
開
き
ま
し
た
。　

歳
よ

１５

り 
川  
端 
か
わ 
ば
た 
龍 
り
ゅ
う 
子 
の
内
弟
子
と
な
り
、
薫

し

陶
を
受
け
日
本
画
家
の
道
を
歩
み
始

め
、
青
龍
社
解
散
後
は
、
無
所
属
と

し
て
制
作
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

作
家
川
端
康
成
は
高
い
技
術
と
美
意

識
に
目
を
と
め
、
感
動
を
「
牧
進

讃
」
と
し
て
記
し
て
い
ま
す
。

　

四
季
の
変
化
の
な
か
で
、
花
鳥
風

月
や
山
川
草
木
の
本
質
を
見
出
し
つ

つ
、
写
生
を
基
本
に
、
半
世
紀
に
わ

た
り
日
本
の
自
然
の
美
に
身
を
置
き
、

「
美
し
い
日
本
」
を
写
し
出
し
て
い

ま
す
。
初
期
か
ら
現
在
に
至
る
牧
進

氏
の
作
品　

点
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ

６４

ま
な
日
本
の
美
の
魅
力
を
ご
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。
会
期
中
に
は
美
術
評

論
家
草
薙
奈
津
子
さ
ん
に
よ
る
講
演

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

朝
鮮
通
信
使
や
琉
球
使
節
、
象
の

通
行
で
知
ら
れ
る
美
濃
路
で
す
が
、

こ
の
街
道
を
最
も
多
く
通
行
し
た
の

は
参
勤
交
代
す
る
大
名
た
ち
で
す
。

今
回
の
特
別
展
で
は
美
濃
路
を
通
行

す
る
大
名
に
視
点
を
置
き
、
通
行
大

名
の
特
徴
や
受
け
入
れ
る
本
陣
の
対

応
を
中
心
に
紹
介
し
ま
し
た
。
休
泊

を
め
ぐ
る
大
名
と
本
陣
と
の
緊
密
な

や
り
と
り
、
「
佐
吾
平
事
件
」
等
、

美
濃
路
に
残
る
大
名
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
つ
い
て
興
味
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
け
た
よ
う
で
す
。
美
濃
路
に
関
す

る
新
た
な
事
実
が
明
ら
か
に
な
り
、

市
内
だ
け
で
な
く
、
美
濃
路
沿
線
に

お
住
ま
い
の
方
も
多
く
来
館
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
の
展
示
を
み
る

２１

　

一
宮
市
博
物
館
、
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
、
一
宮
市
尾
西
歴
史
民

俗
資
料
館
で
は
、
本
年
度
も
市
民
の
皆
様
に
広
く
美
術
、
歴
史
の
研
究
の
成

果
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
多
彩
な
展
覧
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

中
か
ら
次
の
展
覧
会
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

５
月　

日
º
〜
６
月　

日
∂

１６

２１

芥
川
紗
織
展

牧
進
展　

－

四
季
生
生－

一
宮
市
博
物
館

　

月　

日
º
〜　

月　

日
∂

１０

１０

１１

２９

特
別
展「
美
濃
路
を
行
き
交
う
大
名
」

一
宮
市
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館

　

月　

日
º
〜　

月
６
日
∂

１０

１０

１２


